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最
高
倍
率
５０
倍
ま
で
対
応
で
き
る
カ
ラ

ー
拡
大
読
書
器
で
す
。
読
み
た
い
本
の
文

字
が
画
面
上
に
大
き
く
映
し
出
さ
れ
、
楽

に
読
め
ま
す
。
設
置
場
所
は
ビ
デ
オ
棚
の

と
な
り
で
す
。

弱
、
中
、
強
度
の
３
種
類
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
設
置
場
所
は
、
受
付
カ
ウ
ン
タ

ー
横
の
利
用
者
開
放
端
末
の
と
な
り
で
す
。

一
般
的
な
図
書
に
比
べ
、
大
き
な
活
字

で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
弱
視
者
、
高
齢

者
に
お
す
す
め
で
す
。
貸
出
で
き
ま
す
。

女
性
用
ト
イ
レ
内
に
、
お
む
つ
交
換
ベ

ッ
ド
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子

様
を
お
連
れ
の
方
も
、
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

文
字
の
大
き
さ
や
色
使
い
な
ど
に
配
慮

し
て
作
成
し
ま
し
た
。
表
示
さ
れ
る
画
面

を
音
声
変
換
ソ
フ
ト
で
読
み
上
げ
や
す
い

よ
う
、
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
作
成
し
、
色
覚

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
と
し
て
、
文
字
や
背

景
の
色
に
も
考
慮
し
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
版
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.lib.oguchi.aichi.jp

/text/index.htm
l

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
中

業
務
内
容

図
書
館
の
書
架
整
理
、
配

架
な
ど

募
集
人
員

若
干
名

対
象

１８
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

期
間

７
月
１
日
F
か
ら
９
月
３０
日
F

※
毎
週
火
曜
日
を
除
く（
９
月
中
は
月
、

火
曜
日
を
除
く
）

時
給
　
７
７
０
円

受
付
期
間

６
月
１
日
D
か
ら
２０
日
B

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
３０
分

※
土
・
日
曜
日
は
図
書
館
の
み
受
付
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

提
出
書
類

履
歴
書
（
一
般
様
式
可
）

提
出
お
よ
び
問
合
せ
先

役
場
２
階
　
行
政
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
２
５
１

図
書
館
　
2
９５
―

３
９
９
９

図
書
館
に
は
毎
日
４
０
０
名
程
の
方
が
来
館
し
ま
す
。
出
会
い
と
交
流
が
繰
り
返

さ
れ
る
様
子
は
、
さ
な
が
ら
「
小
さ
な
街
」
の
よ
う
で
す
。
年
齢
や
性
別
、
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
様
々
な
方
が
来
館
さ
れ
、
気
軽
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
暮
ら
し
の
中

で
身
近
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、「
す
べ
て
の
人
が
使
い
や
す
い
」
も
の
を
目
指
す
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
発
想
を
、
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
便
利
に
使
い
や
す
く

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
図
書
館
」

拡拡
大大
読読
書書
器器

おお
むむ
つつ
交交
換換
ベベ
ッッ
ドド

テテ
キキ
スス
トト
版版
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ

老老
眼眼
鏡鏡

大大
活活
字字
本本

▲おむつ換えもカンタン！

▲読みづらい本もカンタン！

▲音声変換もカンタン！
※実際の画面の色調とは異なります。



［書名（分類）］ ［著者名等］

サディスティックな人格(145) 八幡
やは た

洋
よう

壊れる日本人(304) 柳田邦男
「大岡裁き」の法意識(320) 青木人志
家族を守りぬく東海地震講座(453) 土

つち

隆一
戦艦大和復元プロジェクト(556) 戸高一成

かずしげ

ナチュラル派のためのイヌに手づくりごはん(645)
須崎
すさ き

恭彦
やすひこ

クレーム対応にもっと自信がつく本(673) 石川かおる
ぼくのこと、ミッフィーのこと(726) 講談社／編
働きながら書く人の文章教室(801) 小関

こせ き

智弘
古道具中野商店(913) 川上弘美

【6月4日に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

［書　　　名］ ［著者名等］
博士の愛した数式 小川洋子

「光とともに…」シリーズ 戸部けいこ
冬のソナタ　上・下 キム・ウニ
中学英語を復習して旅行会話を身につける本 石橋眞知子

初春（はる）の客 平岩弓枝
「ブラック・ジャック」シリーズ 手塚治虫
蛇にピアス 金原ひとみ
十三の冥府 内田康夫
十三歳の仲人 平岩弓枝
自分のまわりにいいことがいっぱい起こる本 原田真裕美

【4月に利用が多かった一般図書です。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時

間
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め

る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２２
日
D

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

今
月
の
閉
館
日

６
日
B

７
日
C

１３
日
B

１４
日
C

２０
日
B

２１
日
C

２７
日
B

２８
日
C

３０
日
E

※
３０
日
E
は
月
末
館
内
整
理
日
で
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先
　
2
９５
―

３
９
９
９

『
梅
雨
』

東
ア
ジ
ア
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
に
か

け
て
み
ら
れ
る
雨
季
の
こ
と
を
「
梅
雨
」

と
言
い
ま
す
。
日
本
で
は
梅
雨
入
り
が
６

月
上
旬
か
ら
中
旬
頃
、
梅
雨
明
け
は
７
月

中
旬
か
ら
下
旬
頃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
梅
雨
の
時
季
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
高
気
圧
か
ら
の
冷
た
い
し
め
っ
た
風
と
、

太
平
洋
高
気
圧
か
ら
の
し
め
っ
た
南
寄
り

の
季
節
風
が
衝
突
し
て
で
き
る
梅
雨
前
線

が
停
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
線
の
北
側

約
３
０
０
㎞
以
内
で
雨
に
な
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。

こ
の
梅
雨
前
線
が
あ
る
時
に
台
風
が
近

づ
く
と
、
狭
い
地
域
に
局
地
的
な
大
雨
が

降
り
ま
す
。
集
中
豪
雨
の
影
響
で
災
害
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
梅
雨
時

の
雨
は
大
切
な
水
資
源
と
な
り
ま
す
。
反

対
に
雨
の
量
が
少
な
い
「
空
梅
雨
」
の
場

合
に
は
農
業
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
お
よ

ぼ
し
ま
す
。

参
考
図
書

◎
一
般
書

『
雨
の
こ
と
ば
辞
典
』

講
談
社

『
雨
の
名
前
』

小
学
館

◎
児
童
書

『
天
気
の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
本
』

西
東
社

『
天
気
の
大
常
識
』

ポ
プ
ラ
社

図
書
館
で
調
べ
ら
れ
る

気気
にに
なな
るる
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
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世界各国に伝わる童話から現代の童話ま
で、絵本をもとにフランス政府教育文化省
が映像化しました。
可愛くてお洒落なアニメーションを、ご

家族みなさんでお楽しみください。

大口町には、先人が残した貴重な文化が
あります。今よりも豊かな自然に恵まれて
いた時代の郷土史にふれてみませんか？
子どもたちにも読みやすいよう、大きな

文字にルビがふってあります。

『
大
口
町
の
む
か
し
ば
な
し
』

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
／
編

●
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

『
素
敵
で
小
さ
な
お
話
』
全
３
巻


